
実行団体 行　事　名 実施日(期間) 参加人数 参加者の反応及びご感想等

幼稚園・小学校保護者

６７ 人

幼稚園保護者

６６ 人

小学校保護者

４２ 人

幼稚園・小学校保護者

２９ 人

幼稚園・小学校保護者

２８ 人

会誌「やまと」11月号に
「奈良県教育の日」の啓発記事を掲載
　　奈良県教育委員会
　　　　教育次長　松田登志雄　氏

11月1日発行 約 1,500名に配布
「奈良県教育の日」の制定とこれまでの取組の概要や今年度実施のフェス
タについて説明。
　県民の教育の日に対する理解の深化に役立った。

奈良県
退職校園長会

教育講演会
・講師
　　石工　左野勝司
・演　題
　　「世界遺産にかかわって
　　　　―世界の石工さんとともに―」

11月11日(日） ８３ 人

石工として、イースター島のモアイ像の復元や高松塚古墳の解体を手掛
けた経験から、職人としての心意気や、身につけた技をどのように後世に
伝えていこうとしているかなどについて語られた。講演者の生き様や仕事
への情熱について夢中で聞き入り、「質疑まで少しの休憩を」という時間に
も聴衆が先生のところに集まり質問をぶつけていた講演会でした。会場近
隣の保護者、一般の方、学校関係者のほか、県内の広い範囲からの参加
者があった。

小学生（１～３年）　 27点

小学生（４～６年）　 32点

中学生　 3点

奈良県
私立幼稚園連合会

別紙 ２８,１６７ 人

第48回
奈良県幼稚園こども作品展

11月3日～11月5日
11月10日～11月12日
11月17日～11月19日
11月24日～11月26日

２,４６８ 人
３歳～５歳児の作品を通して、幼児の素直な表現や発達段階を知ってもら
うことができ、幼児理解につながった。

全国幼稚園ウイーク ｉｎ なら 11月13日～11月19日
行事や保育の参観・参加等、各園の教育活動を保護者や地域に発信でき
たことで、幼稚園の教育について理解を深めることができた。

不安や悩みを抱えながら子育てに努力している若い親の姿があり、講座
に参加することで、安心感を得たり,気持ちが軽くなったりする様子が伝
わってきた。終始熱心に講師の話に耳を傾ける参加者の一方、忙しくて参
加できない親が増えているように思われるのが気がかりである。

奈良県ＰＴＡ協議会
作文コンクール作品募集

「先生大好き！学校っていいな！！」
 締切11月15日(木)

家庭教育講座(生駒会場)
□「これからの子育てで大切なこと」
　講師：久保田博(本会副会長)

11月16日(金)

□「豊かな心とたくましい体づくり」
　講師：安原佐知子(本会副会長)

12月6日(木)

「奈良県教育の日」にあわせて実施している。今年度は昨年より小学校高
学年の応募数が少し増えた。中学生の応募が少ない。学校や学年として
取り組んでいただけるよう啓発していく必要がある。事業として定着してき
ているが、応募に対して地域により偏りがあるようである。全県から応募し
てもらうようさらに啓発が必要である。

奈良県
国公立幼稚園長会

奈良県教育振興会

□「笑顔が見たくて
　－小学校の現状と課題－」
　講師：中西拓也(佐保小学校長)

11月30日(金)

□「共に育ちあう喜びを」
　講師：北田和美(富雄第２幼稚園長)

11月27日(火)

家庭教育講座(奈良会場)
□「今、子育てで大切にしたいこと」
　講師：上田全宏(本会副会長)

10月30日(火)


